
　

現
代
社
会
で
は
珍
し
く
な
い
心
の
病
。
大
学
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
抱
え
る
学
生

が
増
え
て
い
る
。
多
く
の
私
立
大
学
で
学
生
支
援
担
当
の
教
職
員
や
心
理
相
談
員
を
配
置
し
、

相
談
対
応
や
個
別
指
導
、
保
護
者
を
交
え
た
面
談
な
ど
、
学
生
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面
に
お

け
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
本
誌
で
も
、
第
３
１
７
号
（
２
０
０
７
年
11
月
号
）
に
お
い

て
「
学
生
の
メ
ン
タ
ル
支
援
」
を
取
り
上
げ
、
大
学
が
メ
ン
タ
ル
面
に
お
い
て
い
か
に
学
生
を

サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
か
を
考
え
る
べ
く
、
各
大
学
が
行
っ
て
い
る
支
援
体
制
に
つ
い
て
寄
稿
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
そ
の
後
も
折
に
触
れ
て
、
メ
ン
タ
ル
面
だ
け
で
な
く
、
障
が
い
の
あ
る
学
生

な
ど
に
対
す
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
で
の
対
応
や
支
援
活
動
も
取
り
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
支
援
を
必
要
と
す
る
の
は
日
本
人
学
生
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。
日
本
を
よ
り

世
界
に
開
か
れ
た
国
と
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
」
を
展
開
す
る
一
環
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
留

学
生
30
万
人
計
画
」、
グ
ロ
ー
バ
ル
30
（
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
）
や
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大

学
創
成
支
援
と
い
っ
た
文
部
科
学
省
に
よ
る
各
種
事
業
な
ど
に
よ
り
、
１
９
９
８
年
に
は
お
よ

小特集

留
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生
へ
の
メ
ン
タ
ル
／
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
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援
を
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う
か
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そ
５
万
１
０
０
０
人
だ
っ
た
受
入
留
学
生
数
は
、
２
０
１
２
年
に
は
13
万
７
０
０
０
人
に
ま
で

増
え
て
い
る
（
日
本
学
生
支
援
機
構
、
２
０
１
２
年
度
外
国
人
留
学
生
在
籍
状
況
調
査
結
果
）。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、メ
ン
タ
ル
あ
る
い
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
留
学
生
も
見
受

け
ら
れ
、特
に
言
葉
の
問
題
、外
国
人
留
学
生
の
母
国
と
日
本
と
の
支
援
の
違
い
な
ど
、日
本
人

外
国
人
留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
危
機
介
入

大
橋 

敏
子

●
多
文
化
間
メ
ン
タ
ルヘ
ル
ス
研
究
会

学
生
相
談
の
枠
組
み
に
お
け
る
留
学
生
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援

佐
々
木 

清
子

●
上
智
大
学
学
生
局
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

留
学
生
の
心
の
ケ
ア
と
障
が
い
支
援
体
制

─
早
稲
田
大
学
の
取
り
組
み

飯
野 

公
一

●
早
稲
田
大
学
国
際
学
術
院
教
授
、 

　

同
大
留
学
セ
ン
タ
ー
所
長

外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル・

フ
ィ
ジ
カ
ル
支
援

─
国
際
大
学
の
取
り
組
み
事
例

信
田 

グ
レ
チ
ェ
ン

●
国
際
大
学
学
生
セ
ン
タ
ー
事
務
室
長

学
生
と
は
異
な
る
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。海
外
へ
の
留

学
を
必
修
化
す
る
大
学
が
国

内
外
で
増
え
て
き
て
い
る
中
、

日
常
的
に
支
援
を
必
要
と
す

る
学
生
が
留
学
す
る
ケ
ー
ス

も
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

大
学
と
し
て
も
組
織
的
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
小
特
集
で

は
、
留
学
生
の
多
い
大
学
の

実
情
や
対
応
な
ど
の
取
り
組

み・

体
制
を
紹
介
い
た
だ
く

こ
と
を
通
じ
て
、
大
学
に
お

け
る
留
学
生
の
メ
ン
タ
ル・

フ
ィ
ジ
カ
ル
な
支
援
を
考
え

る
機
会
と
し
た
い
。
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１　
は
じ
め
に

　

近
年
、
外
国
人
留
学
生
（
以
後
、
留
学
生
）
関
係
者
が
、
彼
ら

の
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
面
に
お
け
る
危
機
介
入
を
求
め
ら
れ
る
場
面

が
増
え
つ
つ
あ
る
。
２
０
０
５
年
度
「
国
際
教
育
交
流
協
議
会
（
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ｓ
Ａ
）
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
で
、「
留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス

―
危
機
介
入
と
危
機
管
理
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
機
に
、
参
加
者
全
員
の
要
望
に
よ
り
、「
多

文
化
間
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
会
（
Ｓ
Ｉ
Ｇ
）」
が
設
立
さ
れ
た
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｇ
の
活
動
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
助
成
金
に
よ
る
「
外
国
人

留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
の
た
め
の
危
機
介
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
策
定
を
手
始
め
に
、
ひ
き
こ
も
り
、
発
達
障
害
、
ケ
ア
す
る
人

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
自
殺
予
防
、
医
療
通
訳
な
ど
、
実
に
多
様

な
問
題
の
解
決
に
向
け
た
研
究
や
実
践
へ
と
年
々
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
研
究
会
の
活
動
と
、
筆
者
の
実
践
に
基
づ

い
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
危
機
介
入
に
つ
い
て
述
べ
る
。

２　
留
学
生
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル
／
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
支
援

２
―
１　

不
適
応
現
象
と
精
神
障
害

　

留
学
生
の
精
神
障
害
に
対
応
す
る
場
合
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
以

前
の
問
題
、
す
な
わ
ち
異
文
化
生
活
へ
の
適
応
を
認
識
す
る
こ
と

が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
障
害
の
種
類
と
し
て
は
、

単
に
留
学
直
後
の
言
語
、
生
活
、
環
境
、
文
化
の
違
い
が
誘
因
と

な
っ
て
発
病
す
る
一
過
性
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
医
学
的
治
療
を

必
要
と
す
る
も
の
が
あ
る
。

　

不
適
応
現
象
に
は
、
身
体
面
に
現
れ
る
も
の
（
身
体
化
）、
行
動

面
に
現
れ
る
も
の
（
行
動
化
）
と
精
神
面
に
現
れ
る
も
の
（
精
神

化
）
が
あ
る
。
ま
ず
、
身
体
面
に
現
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
心
身

症
（
胃
潰
瘍
、
過
敏
性
大
腸
炎
、
慢
性
気
管
支
炎
な
ど
の
病
状
）、

心
気
症
（
頭
痛
、
め
ま
い
、
下
痢
、
発
熱
な
ど
の
症
状
）
が
あ
る
。

小
特
集

留
学
生
へ
の
メ
ン
タ
ル
／
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
支
援
を
ど
う
行
う
か

外
国
人
留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
危
機
介
入

大
橋 

敏
子
●
多
文
化
間
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
会
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次
に
、
行
動
面
に
現
れ
る
も
の
（
行
動
化
）
に
は
、
ひ
き
こ
も
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、
自
殺
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
精
神
面
に
現

れ
る
も
の
（
精
神
化
）
に
は
、
神
経
症
、
う
つ
病
、
躁
う
つ
病
、

統
合
失
調
症
な
ど
の
精
神
障
害
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
症

状
は
単
一
で
現
れ
る
だ
け
で
な
く
、
身
体
化
、
行
動
化
、
精
神
化

の
３
つ
が
混
じ
っ
た
行
動
様
式
を
と
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
／
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
で

の
支
援
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

２
―
２　

メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
の
実
態

　

筆
者
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
状
態
評
価
尺
度
と
し
て
、
自
己
評

価
抑
う
つ
性
尺
度
（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
を
含
む
質
問
票
を
用
い
て
留
学
生

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
実
態
を
把
握
し
た
。
そ
し
て
、
留
学
生
の

社
会
人
口
学
的
変
数
（
性
別
、
国
、
年
齢
、
経
済
状
況
、
滞
在
期

間
な
ど
）
に
よ
る
比
較
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
要
因
が
ど
の
よ
う
に

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
影
響
を
与
え
る
か
を
検
証
し
た
。
さ
ら
に
、

パ
ス
分
析
を
中
心
と
す
る
多
変
量
解
析
の
手
法
を
用
い
て
、
ス
ト

レ
ス
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
図
表
１
の
よ
う
な
「
ス
ト
レ
ス・

Ｓ

Ｄ
Ｓ・

サ
ポ
ー
ト
」
の
３
要
素
を
軸
と
し
た
３
Ｓ
モ
デ
ル
（
パ
ス

図
）
を
考
案
し
た
。
す
る
と
、
ス
ト
レ
ス
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

図表１　パス図

潜在期間

日本語

SDS
（R=.562***）

ストレス
（R=.422***）

サポート
（R=.308***）

性

国籍

経済

年齢

婚姻状況

.225***

.084+.099+

.96

.83

－.159*

－.128*

－.115*

－.218***

－.135**

－.242***
.137**

.432***

.207***.283***

.152**
.95.91

小特集●留学生へのメンタル／フィジカルな支援をどう行うか
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阻
害
に
直
接
的
に
影
響
す
る
最
大
の
要
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
の
要
因
に
つ
い
て
、
因
子
分
析
を
行
っ
た
結

果
、５
つ
の
ス
ト
レ
ス
因
子
を
抽
出
し
た
。「
人
間
関
係
」「
勉
強・

研
究
」「
経
済・
住
居
」「
日
本
語・

日
本
文
化
」「
心
身
健
康
」
で

あ
る
。

２
―
３　

留
学
生
の
特
殊
性

　

留
学
生
と
日
本
人
学
生
と
の
相
違
点
を
以
下
に
述
べ
る
。

・
�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
く
、
入
手
で
き
る
情
報
が
限
ら

れ
る
た
め
、
通
訳
が
必
要
と
な
る
。

・
�

事
例
化
の
予
防
に
は
配
偶
者・

家
族
の
存
在
が
重
要
だ
が
、
単

身
で
留
学
し
て
い
る
者
は
事
例
化
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、

日
本
人
学
生
と
比
べ
て
、
留
学
生
は
ア
ク
セ
ス
可
能
な
社
会
的

リ
ソ
ー
ス
（
情
報
を
含
む
）
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
事
態

が
よ
り
深
刻
化
し
や
す
い
。

・
�

精
神
科
の
受
診
率
が
低
い
。

・
�

急
激
な
精
神
症
状
の
悪
化
の
可
能
性
、
例
え
ば
急
性
錯
乱
状
態
、

自
殺
未
遂
な
ど
が
急
患
例
と
し
て
事
例
化
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

関
係
者
も
対
応
方
法
が
わ
か
ら
ず
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
り
、

留
学
生
が
精
神
科
医
療
機
関
へ
の
受
診
に
抵
抗
感
が
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
�

身
体
症
状
に
現
れ
る
精
神
的
不
調
や
、
留
学
生
が
身
体
症
状
を

訴
え
る
際
に
は
、
メ
ン
タ
ル
面
で
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
心

身
症
の
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ス
が
身
体
化
さ
れ
て
表
現
さ
れ
る
事

例
も
少
な
く
な
い
。
不
眠
や
食
欲
不
振
な
ど
の
身
体
症
状
が
あ

れ
ば
、
い
っ
た
ん
総
合
病
院
の
内
科
を
紹
介
し
、
そ
れ
か
ら
精

神
科
に
つ
な
ぐ
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。

・
�

多
少
と
も
学
校
生
活
に
慣
れ
て
、
現
実
を
直
視
せ
ざ
る
を
得
な

い
時
期
に
不
適
応
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
。
ま
た
、
帰
国
を
目
前
に

し
た
時
期
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
差
し
迫
っ
た
帰
国
の
期
限
、
逆
カ

ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
、
別
離
な
ど
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

・
�

病
気
の
回
復
だ
け
で
な
く
、
経
済
問
題
、
自
尊
心
保
持
（
メ
ン

ツ
を
つ
ぶ
さ
な
い
）
へ
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
。

３　
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
と
危
機
介
入

３
―
１　

介
入
の
概
念

　

筆
者
は
、
介
入
の
概
念
を
「
調
整
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）」

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
調
整
の
機
能
に
は
、
ま
ず
、
中
核
的
存
在

で
あ
る
つ
な
ぐ
（
需
給
調
整
）
機
能
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
知
ら
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せ
る
（
情
報
提
供
）
機
能
、
育
て
る
（
養
成・

教
育
）
機
能
、
支

え
る
（
相
談・

援
助
）
機
能
、
調
べ
る
（
調
査・

研
究
）
機
能
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
能
は
、
つ
な
ぐ
機
能
と
密
接
に
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
各
々
の
機
能
を
よ
り
高
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
即
ち
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

３
―
２　

理
論
的
枠
組
み

　

危
機
介
入
の
理
論
的
枠
組
み
は
、
伝
統
的
心
理
臨
床
学
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
心
理
学
的
発
想
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
地
域
社
会
に
い
る
非
専
門
家
を
大
切
に
し
、
非
専
門
家

的
協
力
者
の
養
成
や
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
た
援
助
を
行

い
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
危
機
介
入
の
実
践
的
枠
組
み
と
し
て
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
と
は
、Lew
is�&
�Lew

is�

（
２
０
０
３
、
井
上
監
訳
、

２
０
０
６
）
に
よ
れ
ば
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が
よ
り
良

く
生
活
で
き
る
よ
う
に
援
助
し
、
ま
た
最
も
起
こ
り
や
す
い
問
題

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
直
接
お
よ
び
間
接
の
サ
ー

ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
多
面
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
モ
デ
ル
は
４
つ
の
側

面
と
そ
の
サ
ー
ビ
ス
様
式
（
図
表
２
）
で

成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
的
資
源
と
協
働
し
て
、
心
理
療

法
に
限
ら
な
い
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
サ
イ
コ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

多
様
な
活
動
を
含
み
、
留
学
生
が
大
学・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
よ
り
良
い
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
働
き
か
け
る
活
動
で
あ
る
。

３�

―
３　

留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相

談
事
例
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
対
応

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ａ
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０

６
に
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
留
学
生
へ

の
危
機
介
入
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
実
施
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
が
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
事
例
を
出
し
合
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
４
つ
の
側

図表２　コミュニティ・カウンセリングの４側面とそのサービス様式
（井上孝代監訳，2006，p39）

コミュニティサービス クライエントサービス

直接的 予防教育 カウンセリング
社会的に弱い立場にあるクライエントへのアウトリーチ

間接的 システムの変化の促進
公共政策への働きかけ

クライエントの権利擁護（アドボカシー）
コンサルテーション
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面
に
即
し
た
包
括
的
な
対
応
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
。
こ
こ
で
は
、

事
例
を
一
般
化
し
た
形
で
紹
介
し
、
考
え
ら
れ
る
支
援
を
示
す
。

　
　
　

�

社
会
的
ひ
き
こ
も
り
の
男
子
ア
ジ
ア
系
留
学
生
の
支
援

　

海
外
か
ら
の
直
接
入
試
に
よ
っ
て
入
学
し
た
男
子
ア
ジ
ア
系
留

学
生
。
来
日
後
、
同
様
に
入
学
し
た
男
子
学
生
と
一
緒
に
ア
パ
ー

ト
に
住
む
が
、
し
ば
ら
く
し
て
一
人
暮
ら
し
と
な
る
。
そ
の
後
、

大
学
で
の
各
種
手
続
き
の
た
め
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
学
生
を

呼
び
出
し
た
り
学
部
に
問
い
合
わ
せ
た
り
し
た
と
こ
ろ
、
授
業
を

欠
席
し
て
お
り
、
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

【
考
え
ら
れ
る
支
援
】

Ａ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
直
接
的
支
援

　

⑴　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

⑵　

予
防
教
育

Ｂ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
間
接
的
支
援

　

⑴　

環
境
の
整
備

　

⑵　

仲
間
作
り
の
支
援

　

⑶�　

母
国
語
（
多
言
語
）
に
よ
る
医
療
情
報
の
提
供
お
よ
び
受

診
が
可
能
な
体
制
の
整
備

Ｃ
．
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
直
接
的
支
援

　

⑴　

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施

　

⑵　

ア
ウ
ト
リ
ー
チ

　

⑶　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
精
神
医
学
的
治
療

Ｄ
．
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
間
接
的
支
援

　

⑴　

学
内
の
連
携

　

⑵　

学
外
と
の
連
携

４　
危
機
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

４
―
１　

危
機
管
理

　

危
機
管
理
と
は
、
危
機
的
状
況
に
対
応
す
る
た
め
の
事
前
予
知
、

未
然
防
止
、
危
機
発
生
時
へ
の
準
備
、
危
機
へ
の
対
応
、
再
発
防

止
ま
で
を
含
む
一
連
の
活
動
を
い
う
。
組
織
と
し
て
の
対
応
が
重

要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

ま
た
、
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
危
機
管
理
の
計
画

化
は
教
職
員
集
団
の
「
危
機
意
識
」
を
形
成
し
、
危
機
管
理
の
た

め
の
協
働
化
（
学
内
外
と
の
連
携
）
は
、
危
機
に
対
し
て
の
予
防

（
事
前
予
防
お
よ
び
事
後
予
防
）
と
い
う
視
点
が
重
要
な
意
味
を
も

つ
。
予
防
に
は
、
第
一
次
予
防
（
事
例
化
の
予
防
）、
第
二
次
予
防

（
早
期
発
見・

早
期
治
療
）
お
よ
び
第
三
次
予
防
（
社
会
復
帰
へ
の

援
助・
再
発
の
防
止
）
が
あ
る
。
組
織
と
し
て
の
対
応
と
予
防
は

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
え
る
。

事
例
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ケ
ア
に
は
、
留
学
生
自
身
が
す
る
セ
ル
フ
ケ
ア
、
留
学
生
担
当

者
な
ど
に
よ
る
ケ
ア
、
専
門
の
健
康
管
理
担
当
者
に
よ
る
ケ
ア
、

お
よ
び
学
外
資
源
に
よ
る
ケ
ア
の
４
種
類
が
あ
る
。

４
―
２　

危
機
介
入
の
組
織
モ
デ
ル

　

筆
者
は
、
危
機
介
入
の
「
介
入
」
の
概
念
を
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
今
後
は
、
心
理
療
法
家
、
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
い
う
枠
組
み
よ
り
も
、
米
国
に
お
け
る
危
機
チ
ー
ム

を
統
括
す
る
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
「
危
機
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」、
さ
ら
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
危
機
対
応
の
「
危
機
介
入

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
い
う
よ
う
な
枠
組
み
で
捉
え
て
危
機
介

入
を
展
開
す
る
こ
と
が
、
日
本
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

　

２
０
０
６
年
度
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ａ
調
査・

研
究
助
成
金
に
よ
り
、
多

文
化
間
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
会
の
会
員
が
中
心
と
な
っ
て
「
外

国
人
留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
た
め
の
危
機
介
入
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
策
定
し
、
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
図
表
３
が
危
機
対
応

チ
ー
ム
の
組
織
に
お
け
る
位
置
付
け
の
モ
デ
ル
図
で
あ
る
。

　

危
機
対
応
に
は
、
組
織
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
ず
危
機
対
策
本
部
が
あ
り
、
そ
の
本
部
で
指
揮
す
る
の
が
危
機

対
策
本
部
長
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
危
機
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
名

図表３　危機対応チームの組織での位置づけのモデル図
（ガイドライン要約版，2008，p.10）

医療担当

❶精神保健・医療対応班 危機介入者

危機介入コーディネーター

（
危
機
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

危
機
対
策
本
部
長

危
機
対
策
本
部

危機対応コーディネーター

広報担当
❷業務対応班

警備担当

家族対応

関連機関対応
（外務省、文科省、入管等）
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付
け
た
。
そ
の
も
と
に
精
神
保
健・

医
療
対
応
班
と
業
務
対
応
班

が
あ
る
。
精
神
保
健・

医
療
対
応
班
に
は
、
医
療
担
当
、
危
機
介

入
者
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
）
が
属
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

の
は
危
機
介
入
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
一
方
、
業
務
対
応

班
に
は
広
報
担
当
（
メ
デ
ィ
ア
対
応
、
主
に
マ
ス
コ
ミ
対
応
）、
警

備
担
当
（
保
安
担
当
、
警
察
と
の
対
応
）、
家
族
対
応
（
不
幸
に
し

て
留
学
生
が
死
亡
し
た
場
合
は
遺
族
対
応
）、
関
係
機
関
対
応
（
外

務
省
、
文
部
科
学
省
、
入
国
管
理
事
務
所
、
大
使
館
な
ど
）
が
必

要
で
、
そ
れ
ら
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
の
は
危
機
対
応
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
留
学
生
が
所
属
す
る
組
織
内
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
取
り
巻
く
広
義
の
関
係
者
に
も
事
態
を
理
解
さ
せ
る
た
め

に
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
ど
の
よ
う
に
発
信
す
る
か
、
特

に
メ
デ
ィ
ア
対
応
は
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

留
学
生
が
抱
え
る
潜
在
的
な
危
機
を
よ
く
理
解
し
（
ニ
ー
ズ
分

析
）、
ど
の
よ
う
な
リ
ソ
ー
ス
を
提
供
で
き
る
か
を
分
析
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
特
性
に
応
じ
た
危
機
対
策
を
構

築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

５　
お
わ
り
に

　

筆
者
は
、
危
機
介
入
に
お
け
る
「
介
入
」
を
「
調
整
」
の
概
念

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
調
整
の
主
な
機
能
の
中
で
も
、「
つ
な
ぐ

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
）」
機
能
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
危

機
介
入
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
、
信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
委
託

（
リ
フ
ァ
ー
）
で
き
る
人
的
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
人
脈
）
を
持

つ
こ
と
が
必
要
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
基
盤
を
構
築
す

る
た
め
に
は
、
時
間
が
か
か
る
。
さ
ら
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

自
身
の
人
格
や
人
間
性
が
大
き
な
要
素
に
な
る
の
で
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
人
格
の
涵
養
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

危
機
介
入
に
つ
い
て
は
、
心
理
療
法
と
は
異
な
る
部
分
も
多
い
。

今
後
は
危
機
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
い
う
枠
組
み
よ
り
も
、
危
機
チ
ー

ム
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
「
危
機
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
よ
う
な

枠
組
み
で
捉
え
て
危
機
介
入
に
対
処
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
実
践
的
な

危
機
介
入
の
枠
組
を
も
提
供
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
は
留
学
生
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

日
本
人
学
生
ひ
い
て
は
日
本
人
の
問
題
で
も
あ
る
。
留
学
生
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
増
進
さ
れ
、
彼
ら
が
勉
強・

研
究
を
す
る
上
で

暮
ら
し
や
す
い
環
境
整
備
が
進
め
ば
、
そ
れ
が
日
本
人
学
生
に
と
っ

て
も
望
ま
し
い
環
境
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

　

留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
携
わ
る
援
助
者
に
助
言・

指
導

を
す
る
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
、
事
例
検
討
会
、
各
種
の
研
究
会・

研
修
会
な
ど
を
通
し
て
研
鑽
を
積
み
、
関
連
学
会
員
や
専
門
家
と
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連
携
を
取
り
な
が
ら
実
践
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
強
く
望
ま
れ�

る
。「
多
文
化
間
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
会
」
は
こ
の
よ
う
な
趣
旨

で
設
立
さ
れ
、
活
動
し
て
い
る
。
な
に
よ
り
も
、
同
じ
体
験
や
悩

み
を
持
っ
て
い
る
会
員
相
互
の
交
流
は
、
仕
事
へ
の
活
力
を
生
ん

で
い
る
。�
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１　
は
じ
め
に

　

本
学
は
、
約
80
カ
国
か
ら
の
留
学
生
が
在
籍
し
、
全
学
生
の
１

割
近
く
を
占
め
て
お
り
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本

人
学
生
同
様
に
、
心
理
的・

精
神
的
な
課
題
や
問
題
を
抱
え
る
留

学
生
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
臨
床
心
理
士
が
関
わ

る
学
生
相
談
の
枠
組
み
で
あ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
、
２
０
０
９
年
以
降
の
留
学
生
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援

の
実
践
を
報
告
す
る
。

２　
体　
制

　

英
語
で
教
育
を
行
う
比
較
文
化
学
部
（
現
国
際
教
養
学
部
）
が

１
９
８
７
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
本
学
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
は
英
語
で
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
で
き
る
態
勢
を
整
え

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
非
常
勤
で
、

不
在
の
日
も
あ
る
な
ど
十
分
な
態
勢
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
文
部

科
学
省
の
「
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
（
グ
ロ
ー
バ
ル
30
）」
に
よ

り
、
英
語
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
可
能
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し

て
、
２
０
０
９
年
10
月
か
ら
筆
者
が
常
勤
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
り
、

対
応
の
幅
が
広
が
っ
た
。
大
学
の
方
針
や
留
学
生
の
ニ
ー
ズ
な
ど

も
あ
っ
て
、
そ
の
構
成
が
現
在
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。

３　
取
り
組
み

⑴
　
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

学
期
開
始
前
に
行
わ
れ
る
、
留
学
生
お
よ
び
留
学
生
が
含
ま
れ

る
英
語
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
学
部
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。
短

時
間
で
は
あ
る
が
、
異
文
化
適
応
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

簡
単
に
触
れ
な
が
ら
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
案

内
す
る
。
抑
う
つ
気
分
や
不
安
な
ど
の
不
調
が
学
業
や
生
活
に
影

小
特
集

留
学
生
へ
の
メ
ン
タ
ル
／
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
支
援
を
ど
う
行
う
か

学
生
相
談
の
枠
組
み
に
お
け
る
留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援

佐
々
木 

清
子
●
上
智
大
学
学
生
局
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
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響
し
そ
う
に
な
っ
た
り
、
周
囲
に
心
配
な
人
が
い
た
ら
相
談
に
来

る
よ
う
強
調
し
て
い
る
。

　

た
い
て
い
、
学
期
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
申

し
込
み
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
日
本
に
滞
在
す
る
間
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
継
続
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
直
接
留
学
生
に
話
す
時
間
は
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
上
の
心
配
が
あ
る
留
学
生
に
対
し
て
相
談
先
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
る
重
要
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

⑵
　
個
人
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
行
う
支
援
の
中
心
は
、
個
別
の

面
接
で
あ
る
。
教
員
や
国
際
関
連
部
署
の
職
員
に
伴
わ
れ
て
来
る

こ
と
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
留
学
生
が
自
主
的
に
相
談
の
申
し

込
み
に
訪
れ
る
。
対
応
で
き
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
言
語
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
日
本
語
と
英
語
で
あ
る
。

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
文
化
と
し
て
根
付
い
て
い
る
国
々
か
ら
の

留
学
生
の
利
用
が
多
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
15
カ
国
以
上
の
学
生

が
利
用
し
た
。
日
本
人
学
生
の
背
景
も
年
々
多
様
化
し
て
い
る
が
、

留
学
生
の
背
景
は
人
種
、
宗
教
、
年
齢
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
特
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
留
学
生
の
そ
う
い
っ

た
文
化
的
背
景
と
心
理
的
、
精
神
的
な
課
題
や
問
題
が
ど
の
よ
う

に
関
連
す
る
か
、
ま
た
文
化
的
背
景
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
捉
え
方
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
を
慎
重
に
考

慮
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

多
様
な
背
景
を
持
つ
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
の
米

国
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
心
理
学

的
実
践
の
場
面
で
文
化
的
に
適
切
な
関
わ
り
を
す
る
こ
と
が
心
理

学
の
専
門
家
に
求
め
ら
れ
て
い
る
（A

PA
, 2002

）。
ま
た
、
特 

に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、「
多
文
化
の
問
題
に
配
慮
し
た
カ
ウ
ン
セ 

リ
ン
グ
を
行
う
適
性
」
で
あ
るM

ulticultural Counseling 
Com

petencies

（
以
後
、
Ｍ
Ｃ
Ｃ
）（Sue, et.al., 1992

）
を
持
つ

こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。
母
国
で
既
に
人
種
的
、
宗
教
的
な

ど
の
面
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
生
き
て
き
た
学
生
も
い
れ
ば
、

外
国
人
と
し
て
日
本
で
生
活
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
体
験
を
す
る
場
合
も
あ
る
。
全
体
の
中
で
自
分
の
立
場

が
少
数
派
で
あ
る
こ
と
、
自
分
の
属
す
る
少
数
派
の
集
団
が
社
会

全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、

適
応
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
影
響
し
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
相
談

に
来
る
学
生
の
文
化
的
背
景
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
影
響
し
て
い

る
か
ど
う
か
、
影
響
し
て
い
る
場
合
は
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い

る
か
を
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
考
慮
し
、
留
学
生
と
一
緒
に
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
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ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
問
題
や
、
文
化
的
、
社
会
的
に

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
学
生
の
文
化
や
家
族
の
中

で
許
容
さ
れ
て
い
る
か
否
定
さ
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
こ
と
も
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
中
で
話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
れ

は
、
医
療
機
関
を
紹
介
す
る
場
合
に
も
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら
に

Ｍ
Ｃ
Ｃ
の
考
え
方
で
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
自
身
の
人
種
、
宗
教
、

年
齢
、
性
別
な
ど
の
文
化
的
背
景
も
相
談
者
に
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
う
い
っ
た
点
も
常
に

意
識
し
て
留
学
生
と
会
う
こ
と
と
な
る
。

　

留
学
生
の
相
談
は
多
様
で
あ
る
が
、
最
初
の
訴
え
は
抑
う
つ
気

分
や
不
安
、
不
適
応
が
多
い
。
母
国
で
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受

け
て
い
た
り
、
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
っ
て
服
薬
し
て
い
る
と

い
っ
た
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
う
で
な
い
場
合
で
も
、
留
学
当

初
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
あ
り
、
潜
在
的
に
抱
え
て
い
た
家
族
内
の

葛
藤
な
ど
の
問
題
が
留
学
後
に
顕
在
化
し
た
り
、
抑
う
つ
傾
向
が

強
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
医
療
機
関
の

利
用
の
必
要
性
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
本
人

や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
必
要
と
判
断
す
る
と
き
や
、
母
国
か
ら
持
参

し
た
薬
が
滞
在
中
不
足
す
る
場
合
は
、
海
外
研
修
や
海
外
で
の
臨

床
経
験
が
あ
り
、
英
語
に
よ
る
診
察
が
可
能
な
医
師
に
診
察
を
お

願
い
し
、
留
学
生
の
了
承
を
得
た
上
で
で
き
る
だ
け
詳
細
な
紹
介

状
を
書
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
医
療
に
つ
な
が
っ
た
後
も
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
継
続
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
利
用
し
て
い
る
留
学
生
の
半
分
か
ら
７
割
が
医
療
機
関
を
利
用

し
て
い
る
。
他
方
、
文
化
的
背
景
の
た
め
に
医
療
機
関
受
診
に
抵

抗
を
示
す
学
生
も
い
る
。
家
族
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
を

心
配
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
心
配
も
含
め
て

話
し
合
い
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
問
題
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
生
命
の

危
険
と
安
全
の
確
保
で
あ
る
。
希
死
念
慮
が
強
い
場
合
、
家
族
に

連
絡
し
て
迎
え
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
よ
り
注
意

深
い
対
応
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
医
療
機
関
の
利
用
に
加
え
、
次

回
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
約
束
、Tokyo English Life Line

（
東

京・

英
語
に
よ
る
い
の
ち
の
電
話
）
の
紹
介
、
緊
急
時
の
連
絡
先

や
連
絡
方
法
を
具
体
的
に
示
す
な
ど
の
対
応
を
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
関
わ
り
方
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
は
あ
る
が
、
慎
重
な
関

わ
り
が
必
要
と
な
る
。

⑶
　
グ
ル
ー
プ
活
動

　

留
学
生
対
象
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
２
０
１
２
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
で
は
、
参
加
者
の
話
せ
る
言
語
に
応
じ
て
日

本
語
と
英
語
で
や
り
取
り
が
行
わ
れ
る
。
当
初
は
、
グ
ル
ー
プ
に
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参
加
す
る
留
学
生
同
士
が
体
験
を
共
有
し
た
り
、
留
学
生
に
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
参
加
者
か
ら
は
、
留
学
生
と
し
て
日
本
で
生
活
し

た
経
験
の
あ
る
学
生
の
話
を
聞
き
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
協
力
可
能
な
「
先
輩
留
学
生
」
を
募

集
し
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
はInternational Student Group 

w
ith Senpai

と
し
て
開
催
し
、
１
～
３
名
の
「
先
輩
」
が
異
文

化
適
応
や
大
学
お
よ
び
日
本
で
の
生
活
の
情
報
な
ど
を
提
供
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
、
約
10
カ
国
か
ら
の
留
学
生
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

参
加
し
た
留
学
生
の
多
く
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
大
き
な

悩
み
を
抱
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
学
内
で
知
り
合

い
が
で
き
な
い
留
学
生
や
、
学
内
や
日
常
生
活
の
中
で
の
思
わ
ぬ

経
験
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
気
分
が
落
ち
込
み
や
す
く
な
っ
て
い

る
留
学
生
も
い
る
。
同
じ
よ
う
な
体
験
を
し
て
い
る
留
学
生
と
話

し
た
り
、
普
段
は
話
題
に
で
き
な
い
こ
と
を
多
様
な
背
景
の
学
生

同
士
で
話
し
、
気
持
ち
が
少
し
で
も
軽
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
大

き
な
悩
み
を
抱
え
ず
に
す
む
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か

ら
も
、
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
で
の
取
り
組
み
は
、
予
防
的
な
観
点

か
ら
見
て
も
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

４　
今
後
の
課
題

　

家
族
と
離
れ
て
生
活
し
て
い
る
留
学
生
に
対
す
る
支
援
は
、
一

部
署
だ
け
で
は
難
し
い
こ
と
も
あ
る
。
特
に
緊
急
を
要
す
る
場
合

に
は
、
学
内
の
他
部
署
と
連
携
で
き
る
態
勢
を
整
え
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
何
よ
り
も
、
留
学
生
に
と
っ
て
居
心
地
の
よ
い

キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む
こ
と
が
留
学
生
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
支
援
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
大
学
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

●
文
　
献

Sue, D
.W
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cD
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ulticul-

tural Counseling Com
petencies and Standards: A
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to the Profession. Journal of Counseling &

 D
evelop-

m
ent, 70, 477-486.

A
m

erican Psychological A
ssociation 2002. A

PA
 Guide-

lines on M
ulticultural Education, T

raining, Research, 
Practice and O

rganizational Change for Psychologists. 
http://w

w
w

.apa.org/pi/oem
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m
ulticultural-guideline.pdf.

（
２
０
１
５
年
11
月
27
日
取
得
）
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本
学
は
２
０
１
５
年
５
月
１
日
現
在
、
日
本
で
最
多
の
４
９
１

７
名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
出
身
も
１
０
０
を
超
え
る

国・

地
域
に
ま
た
が
る
。
留
学
生
特
有
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
は
、

在
留
管
理
、
生
活
支
援
、
寮
の
紹
介
、
奨
学
金
の
管
理
、
チ
ュ
ー

タ
ー
の
紹
介
、
安
全
保
障
輸
出
管
理
な
ど
が
あ
る
。
通
常
は
学
生

が
所
属
す
る
学
術
院
の
教
職
員
が
一
次
対
応
を
行
い
、
具
体
的
な

支
援
が
必
要
な
場
合
は
留
学
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
学
生

相
談
室・

こ
こ
ろ
の
診
療
室
）、
障
が
い
学
生
支
援
室
な
ど
が
対
応

す
る
態
勢
を
と
っ
て
い
る
。

　

言
語
対
応
と
し
て
は
、
留
学
生
が
多
く
在
籍
す
る
学
術
院
に
は

英
語
が
堪
能
な
職
員
を
配
置
し
て
お
り
、
英
語
に
よ
る
対
応
は
ほ

ぼ
整
っ
て
い
る
。
職
員
採
用
時
に
高
い
英
語
力
を
条
件
と
し
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
多
く
の
留
学
生
の
言
語
背
景
を
考
慮
し
て
中
国

語・

韓
国
語
の
運
用
能
力
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
も
配
置
し
て
い
る
。

大
学
全
体
と
し
て
多
言
語
対
応
を
目
指
し
て
い
る
が
、
ま
だ
十
分

と
は
言
え
な
い
。
着
任
後
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
技
術
を
学
ば
せ
る

ほ
か
、
定
期
的
に
開
催
す
る
大
学
経
営
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て

職
員
の
ス
キ
ル
を
高
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
留
学
生
を
多
く
抱
え

る
学
術
院
の
職
員
を
中
心
に
、
海
外
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
本

学
の
関
係
法
人
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
教
職
員
の
た
め
の
研
修
機
会
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
の
研
修
制
度
は
、
他
大
学
に
も
開
か
れ
て
い
る
。

　

交
換
留
学
生
が
何
ら
か
の
障
が
い
を
持
つ
場
合
は
、
本
属
大
学

（
派
遣
元
）
か
ら
事
前
の
相
談
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。
障
が
い
の
程

度
や
支
援
し
て
ほ
し
い
内
容
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
、
受
け
入
れ

る
学
術
院
と
情
報
を
共
有
し
て
対
策
を
事
前
に
検
討
し
て
い
る
。

正
規
生
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
場
合
は
、
入
学
試
験
で
特
別

措
置
を
と
る
こ
と
も
あ
る
。
入
学
後
に
は
、
本
学
の
「
障
が
い
学

生
支
援
室
（
２
０
０
６
年
開
設
）」
が
窓
口
と
な
っ
て
各
種
支
援
を

小
特
集

留
学
生
へ
の
メ
ン
タ
ル
／
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
支
援
を
ど
う
行
う
か

留
学
生
の
心
の
ケ
ア
と
障
が
い
支
援
体
制
─
早
稲
田
大
学
の
取
り
組
み

飯
野 

公
一
●
早
稲
田
大
学
国
際
学
術
院
教
授
、
同
大
留
学
セ
ン
タ
ー
所
長
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行
う
。
支
援
室
に
は
、
身
体
障
が
い
学
生
支
援
部
門
と
発
達
障
が

い
学
生
支
援
部
門
に
分
け
て
専
門
知
識
を
有
す
る
学
生
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
を
置
き
、
聴
覚
障
が
い・

視
覚
障
が
い・

肢
体
不

自
由・

発
達
障
が
い
学
生
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
障
害

者
差
別
解
消
法
の
施
行
に
合
わ
せ
、
障
が
い
学
生
の
受
入
姿
勢・

支
援
方
針
を
策
定
中
で
あ
る
。

　

留
学
生
の
母
国
と
比
べ
て
日
本
の
サ
ポ
ー
ト
態
勢
が
行
き
届
か

な
い
場
合
が
あ
り
、
ソ
フ
ト・
ハ
ー
ド
共
に
留
学
生
の
要
求
水
準

に
応
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
直
面
し
て
い
る
課
題
と
し
て
は
、

以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①�　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
未
整
備
の
建
物
が
あ
り
、
学
内
の
環
境

整
備
を
順
次
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
特
に
遠
隔
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
支
援
者
が
不
足
し
て
お
り
、
十
分
な
支
援
者
養
成
が
課
題
で

あ
る
。

②�　

日
常
の
教
育・

研
究
活
動
に
お
け
る
英
語
対
応
は
比
較
的
整
っ

て
き
て
い
る
が
、
多
言
語
に
よ
る
対
応
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

問
題
が
複
雑
化
し
た
場
合
や
精
神
的
に
不
安
定
な
状
況
下
で
は

母
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
な
り
、
十
分
な

ケ
ア
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

③�　

日
本
人
も
含
め
て
だ
が
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（A

ttention�D
eficit�

H
yperactivity�D

isorder,�

注
意
欠
陥・

多
動
性
障
害
）
や
自

閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
な
ど
の
発
達
障
が
い
事
例
が
増
え
て
お
り
、

ま
た
留
学
生
に
は
失
読
症
事
例
も
あ
り
、
症
例
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
の
教
職
員
研
修
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
留
学
生

の
場
合
は
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
原
因
が
日
本
語
能
力
不

足
に
よ
る
の
か
障
が
い
に
起
因
す
る
の
か
判
然
と
せ
ず
、
対
処

が
難
し
い
事
例
が
あ
る
。

④�　

障
が
い
に
関
す
る
個
人
情
報
の
共
有
範
囲
や
管
理
方
法
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
る

⑤�　

精
神
錯
乱
に
陥
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
メ
ン
タ
ル
な
問
題
を
抱
え

た
留
学
生
の
自
殺
、
事
故
死
の
ケ
ー
ス
が
実
際
に
発
生
し
て
い

る
。
緊
急
手
術
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
際
に
家
族
へ
状
況
説
明
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
説
明
が
不
適
切
で
あ
れ
ば
訴
訟
に

発
展
し
か
ね
な
い
リ
ス
ク
も
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
宗
教
や

文
化
に
よ
る
価
値
観
や
習
慣
の
違
い
を
理
解
し
た
う
え
で
、
緊

急
時
の
対
応
ス
キ
ル
と
外
国
語
運
用
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　

本
学
で
は
受
入
留
学
生
数
の
増
加
に
よ
り
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
留
学
生
の
心
の

健
康
づ
く
り
、
障
が
い
学
生
支
援
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
促
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
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81 大学時報　2016.1



１　
現
状
に
つ
い
て

　

国
際
大
学
（
Ｉ
Ｕ
Ｊ
）
は
大
学
院
大
学
で
あ
り
、
50
以
上
の
国

や
地
域
か
ら
３
６
５
人
の
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
。
多
く
の
留
学

生
は
温
暖
な
地
域
か
ら
来
て
い
る
が
、
本
学
は
雪
国・

新
潟
の
南

魚
沼
市
に
あ
る
た
め
、
入
学
し
て
か
ら
当
地
の
環
境
に
慣
れ
る
ま

で
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
て
の
授
業
が
英
語
で
行
わ

れ
て
い
る
た
め
日
本
語
も
あ
ま
り
得
意
と
は
い
え
ず
、
日
常
生
活

で
も
医
療
施
設
な
ど
の
利
用
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
の
が
実
情

の
よ
う
だ
。
そ
こ
で
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
（O

ffi
ce of Student Services

：

学
生
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）
で
は
以
下
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て 

い
る
。

２　
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
支
援
内
容

Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
役
割

　

Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
、
学
生
生
活
や
奨
学
金
、
就
職
活
動
の
相
談
や
支

援
、
家
族
と
の
連
絡
な
ど
、
留
学
生
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応

じ
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
心
身
の
健
康
に
関
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
な
ど
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
分
野
で

は
プ
ロ
の
力
を
借
り
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
Ｉ
Ｃ
Ａ

　

本
学
に
は
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（Professional Ethics Com

m
ittee

）
と

い
う
組
織
が
あ
り
、
そ
の
中
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
（Inform

al Com
plaints 

A
dvisor

）
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
は
、
担
当
の
教
職
員
が
留
学
生

の
抱
え
る
文
化
的
な
問
題
や
対
人
関
係
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の

相
談
に
応
じ
、
解
決
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

小
特
集

留
学
生
へ
の
メ
ン
タ
ル
／
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
支
援
を
ど
う
行
う
か

外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル・

フ
ィ
ジ
カ
ル
支
援

─
国
際
大
学
の
取
り
組
み
事
例

信
田 

グ
レ
チ
ェ
ン
●
国
際
大
学
学
生
セ
ン
タ
ー
事
務
室
長
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本
学
で
は
早
く
か
ら
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
始
め
て
お
り
、

２
０
０
４
年
に
は
、
学
内
で
何
ら
か
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
き
た

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
議
論
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
一
般
的
に
、

倫
理
や
モ
ラ
ル
の
問
題
を
考
え
る
際
は
宗
教
が
ベ
ー
ス
に
な
る
こ

と
が
多
い
が
、
本
学
の
場
合
、
学
生
の
宗
教
は
多
岐
に
わ
た
る
。

そ
も
そ
も
、
留
学
生
の
文
化
的
背
景
に
応
じ
て
「
常
識
」
そ
の
も

の
が
異
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

そ
こ
で
、
本
学
の
特
性
に
応
じ
た
組
織
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
に
つ
い
て
、
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
議
論
を
続
け
た
結
果
、

Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
創
設
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
は
「Respect

」
を
考
え
方

の
ベ
ー
ス
と
し
て
、「M

utual Respect for D
iversity

（
多
様

性
に
対
し
て
互
い
に
敬
意
を
払
う
こ
と
）」
と
い
う
学
内
の
意
識
の

向
上
に
取
り
組
ん
だ
。
教
育
面
で
は
、
相
手
の
文
化
的
背
景
を
理

解
し
た
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
育
成
や
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
留
学
生
か
ら
の

相
談
に
応
じ
る
組
織
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
設
置

さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
が
、
内
容
が

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
っ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
に
相
当
す

る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
当
事
者
双
方
と
の
個
別
面

談
の
場
を
設
け
、
平
和
的
解
決
を
目
指
す
。

D
orm

 D
irector

　

学
生
寮
で
は
、
夜
間
は
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
寮
長
（D

orm
 D

irec-
tor

）
を
置
い
て
お
り
、
寮
内
の
問
題
に
限
ら
ず
、
何
で
も
相
談
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
簡
単
な
問
題
な
ら
、
チ
ャ
ッ
ト
を
使
っ

て
気
軽
に
や
り
と
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
、
寮
長
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
相
談
内
容
を
翌
朝
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
へ
伝
え
、

Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
態
勢
も
確
立
さ
れ
て
い
る
。

Em
ergency C

ards

　

全
て
の
留
学
生
に
名
刺
サ
イ
ズ
のEm

ergency Card

を
配
付

し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
本
学
の
ス
タ
ッ
フ
の
電
話
番
号
、
警
察

や
救
急
へ
の
連
絡
方
法
、
必
要
な
日
本
語
の
単
語
な
ど
が
書
い
て

あ
り
、
万
一
の
場
合
は
速
や
か
に
大
学
に
連
絡
し
た
り
救
急
車
を

呼
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

H
ospital G

uide

　

大
学
の
近
く
の
病
院
や
歯
科
医
院
を
紹
介
す
る
冊
子
、Hospital 

Guide

を
用
意
し
て
い
る
。
病
院
で
受
付
を
し
て
か
ら
薬
を
受
け

取
る
ま
で
の
流
れ
や
、
日
本
語
と
英
語
に
よ
る
「
ポ
イ
ン
ト
ア
ン

ド
ト
ー
ク
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

Language Facilitation G
uides

　

日
本
語
に
不
安
の
あ
る
留
学
生
は
、
病
院
な
ど
を
受
診
す
る
前

小特集●留学生へのメンタル／フィジカルな支援をどう行うか
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に
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
ス
タ
ッ
フ
と
話
し
て
症
状
な
ど
を
書
い
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
持
参
し
て
医
師
や
看
護
師
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Telephone Translation Support

　

病
院
で
診
察
中
な
ど
に
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、

そ
の
場
で
大
学
へ
電
話
を
し
て
、
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
に
電
話
通
訳

を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

H
ospital Visit Translation Support

　

入
院
す
る
場
合
は
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
を
呼
ん
で
同
行

し
て
も
ら
い
、
入
院
手
続
や
検
査
の
際
の
通
訳
な
ど
、
各
種
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
費
用
は
、
一
人
に
つ
き
最
初
の

２
回
ま
で
大
学
が
負
担
す
る
。

Floor Representatives

　

本
学
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
寮
に
入
っ
て
い
る
。
寮
の
各

階
に
は
日
本
語
が
分
か
る
学
生
代
表
（Floor Representatives

）

が
い
て
、
急
病
な
ど
緊
急
時
の
サ
ポ
ー
ト
や
寮
長
と
の
連
絡
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
寮
生
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
。

Buddy System
 Support

　

バ
デ
ィ
シ
ス
テ
ム
と
は
国
籍
や
性
別
が
同
じ
留
学
生
に
よ
る
数

人
の
グ
ル
ー
プ
を
い
う
。
病
気
や
ケ
ガ
の
際
の
教
職
員
へ
の
連
絡
、

学
習
や
食
事
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。
人
数

が
少
な
い
グ
ル
ー
プ
に
は
、
日
本
人
の
学
生
に
加
わ
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
あ
る
。留
学
生
か
ら
の
相
談
は
、次
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
。

・

健
康
問
題
（
歯
科
も
含
む
）

・

本
国
の
家
族
の
こ
と

・

学
費・

生
活
費

・

学
習
内
容
の
難
し
さ

・

修
了
後
の
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
（
私
費
留
学
生
の
場
合
）

・

特
別
な
買
い
物
（
ハ
ラ
ル
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
な
ど
）

３　
学
外
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
た
支
援
の
促
進

　

学
外
と
も
協
力
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

M
edical C

onsultant Volunteer

　

毎
月
１
日
に
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
医
師
が
本
学
を
訪
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
留
学
生
の
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
医
師
が

医
療
機
関
受
診
の
必
要
を
認
め
た
場
合
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
を
通

し
て
ア
ポ
入
れ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

Flu Vaccination Support
　

本
学
の
近
く
に
あ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
提
携
し
て
お
り
、
留
学
生

の
要
望
に
応
じ
て
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
同
行
し
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
の
サ
ポ
ー
ト
を 

行
う
。
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M
ental H

ealth Professional
　

メ
ン
タ
ル
な
悩
み
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
る
。
月
に
１
回
、
英

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
が
話
せ
る
日
本
人
の
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
来
学
。
相
談
時
間
は
留
学
生
一
人
に
つ
き
１
時
間
で

あ
る
。
月
に
１
回
で
は
足
り
ず
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
い
っ
ぱ
い
で
応
じ
き
れ
な
い
の
が
悩
み
で
あ
る
。

Tokyo English Life Line

　

本
学
と
は
関
係
の
な
い
支
援
を
求
め
る
留
学
生
の
た
め
に
、 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
（T

okyo English Life Line

：
東
京・

英
語
に
よ
る

い
の
ち
の
電
話
）
の
連
絡
先
が
い
つ
で
も
分
か
る
よ
う
に
掲
示
し

て
い
る
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
は
１
９
７
３
年
に
創
設
さ
れ
、
各
国
大
使
館

な
ど
の
支
援
を
受
け
て
外
国
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
援
助
を
行
っ

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
。

O
ther English Language Resource

　

前
記
の
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
以
外
に
も
、
新
潟
国
際
交
流
協
会
を
は
じ
め
、

法
律
問
題
な
ど
を
英
語
で
相
談
で
き
る
団
体
な
ど
の
情
報
を
掲
示

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
次
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

新
入
生
の
た
め
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
留
学
生
を
対

象
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
、
病
院
の
利
用
方
法
、
避
難
訓
練
な
ど

の
説
明
会
も
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
異
文
化
理
解
を
テ
ー
マ
に

し
た
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
、
毎
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
同
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
。
異
文
化
理
解
は
、
通
常
の
授
業

で
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
留
学
生
の
た
め
の
病
院
ガ
イ
ド
、
多
言
語
問
診
票
、

Em
ergency Cards

、
家
族
ガ
イ
ド
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ガ
イ
ド
、

Language Facilitation Sheets

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を

用
意
し
て
い
る
。

　

本
学
で
は
留
学
生
に
対
し
て
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
を

行
っ
て
い
る
が
、
日
本
人
学
生
向
け
よ
り
も
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て

し
ま
う
た
め
、
さ
ら
な
る
予
算
措
置
が
必
要
で
あ
る
。
病
院
を
も
っ

と
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
は
言
葉
の
問
題
や
交
通
手
段
な
ど

を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
英
語
の

分
か
る
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
お
よ
び
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
は
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
英
語
が
分
か
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
が
県
内
に
少
な
い
た
め
、
対
策
を
検

討
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
、
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
卒
業
し
た
留
学
生
か
ら
は
「
Ｉ

Ｕ
Ｊ
在
学
中
に
受
け
た
支
援
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
教
職
員
の
励
み
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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